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は じ め に

　もっと数字に強くなりたい――。
　
　私が27年間に25万人の研修受講生を指導し
きて、いつも耳にしてきた言葉です。
　同じように「論理的思考を身につけたい」「も
っとロジカルに考えたり、説明できるようにな
りたい」といったことも、よく聞きます。

　これらの言葉の根底にあることは、数字に親
しむことであり、計算などを楽しくする、とい
うことです。
　楽しく学べば身につくというのは、なにも数
学に限ったことではないのは、いうまでもあり
ません。
　孔子も、「是を知る者は是を好む者に如かず、
是を好む者は是を楽しむ者に如かず」と説きま
した。研修トレーニングでいう、“Training with 
amusement”の考えかたです。
　じつは、数字に親しみ、楽しみながら論理思考
が身につき、ビジネスで数字に強いと評価され
るようになることは、可能です。その方法が、本
書でご紹介する「インド式計算」を使うことなの
です。

　インドは言わずと知れた、数学大国。「ゼロ」
の発見や、九九は19×19、つまり361通りまで暗
記するといったことで有名です。国民たちも数
学好きで、インド工科大学（I IT）は、5000人の定
員に対し、30万人の受験者がいるという競争率
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60倍の超狭き門です。東大で３倍、ハーバード
大学でさえ、11倍ですから、いかに難関か、わか
りますね。

　また、インド式計算に取り組むと、「数って不
思議だなぁ」「数学って面白い」というように、あ
なたも数字に強くなるだけでなく、論理的思考
をも身につけるようになります。
　なるほど、この数をこうしたら、こういう結果
が出る、といったふうに、ロジカルに手順を踏ま
えて行うからです。

　インドの人口は、2045年には14億人となり、
世界一の人口大国になるといわれます。しかも、
国民の半分が25歳以下という可能性に満ちた
国です。
　彼らは、「インド式計算法」で、数字に強く、ま
た、論理的思考に優れています。
　台頭してくる彼らと闘うためにも、あなたを
はじめ、日本人は、インド式計算法を身につけて
おくべきだと私は信じているのです。
　
　まずは、楽しくインド式計算を身につけ、数字
に強く、論理的思考をもった、世界にたちうちで
きる人材が１人でも多く生まれることを望んで
やみません。

　本書執筆においては、大平淳氏に多大なる尽
力を、また、新書化にあたっては、フォレスト出
版編集部の杉浦彩乃氏に、大変お世話になりま
した。感謝いたします。
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本書で得られる３つのメリット

　

　それでは、本書を読む前に、本書から得られる
３つのメリットについてお話ししましょう。

１　インド式計算の基本がよくわかる

　　インド式計算を紹介するとともに、本書の
ドリルを実際に解くことによって、あなた
はインド式計算の基本がよくわかるように
なります。

　　この仕組みをしっかりと理解しておけば、
応用への橋渡しも簡単です。

　　何事も基本があっての応用であり、本書は
まずは、インド式計算の「イロハ」をマスタ
ーできるガイドブックだと思ってくれたら
いいのです。

　　さらに、ウンチクとして、本書の内容を人に
話してみると、「インド式計算」のことをよ
り深くわかるようになるでしょう。

２　脳の老化防止に役立ちます

　　頭も使わないでいると退化してしまうのは、
体と同じです。

　　例えば、携帯電話が登場する前、よく連絡を
する取引先の電話番号や友人の番号は、「暗
記」できていましたよね。携帯電話のメモ
リーや検索機能によって暗記する必要がな
くなってしまったため、記憶力はガクンと
下がってしまったことでしょう。
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　　計算も、インド式計算を使わなかったとし
ても、計算機があれば、答えは出ます。

　　しかし、「自分の頭」を使うことによって、
脳は活性化されていき、老化防止にも役立
つのです。

　　インド式計算法で頭をどんどん使って、い
つまでも脳を若々しく保つようにしてくだ
さい。

３　発想力がつく

　　これは、あまり言及されたことはないかも
しれません。

　　しかし、インド式計算に親しんでいますと、
「そうか。こんな手があったか」と思うこと

が、しばしばあります。
　　あなたもこれから、本書を読み進めていく

ことで実感できることでしょう。
　
　　数字をただ頭から計算していかない。
　　これは、インド式計算の特徴といってもい

いことです。
　　数字を入れ替えたり、組み合わせたり、減ら

したり、加えたり……。
　　こうした計算の工夫そのものが、あなたの

発想力強化のベースとなってくれます。
　　つまり、ビジネスでも応用の効く真の発想

力は、インド式計算によって確実に身につ
くのです。

　　私自身もインド式計算をくり返したおかげ
で、今までにないジャンルの本も書けるよ
うになりました。

　　それも、インド式計算によって、発想力が強
化されたおかげです。
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はじめに  
本書で得られる3つのメリット

あなたならどう計算しますか？（頭の体操①） 

あなたならどう計算しますか？（頭の体操②）
誰でも簡単にできる「ブロック計算法」 

（足し算のコツ）  
「補数」を使えば引き算は簡単！ 
（引き算のコツ）  　  

10台同士の計算は楽勝！
（掛け算の計算パターン①）

ある条件を満たす２ケタ同士の簡単な
計算方法① （掛け算の計算パターン②）  
ある条件を満たす２ケタ同士の簡単な
計算方法② （掛け算の計算パターン③）   

因数分解を応用して計算を簡単にする方法 　
（掛け算の計算パターン④）   

計算式を変形しないで簡単に計算する方法 
（掛け算の計算パターン⑤）   

マス目を使えば簡単に解ける！ 
（掛け算の計算パターン⑥）  

線を引くだけで簡単に答えが出る計算方法 　
（掛け算の計算パターン⑦）  
「補数」で割り算を簡単にする方法
（割り算の計算パターン①）   
「フラグ」を使って解く方法 
（割り算の計算パターン②）    
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なぜ「会社の数字」を知る必要があるのか？ 
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「限界利益」と「損益分岐点」を理解する 

「株式会社」を理解する 
「３つの決算書」を理解する 
「貸借対照表」を理解する 
「会社の安全性」を見極める 

「損益計算書」を理解する 

「会社の収益力」を見極める 

例題⑥「トヨタ」と「日産」、
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例題⑦「NTTドコモ」と「KDDI」、
収益力があるのはどちらか？   
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例題④「ドトールコーヒー」の原価は、
1杯いくらなのか？   

例題③「トヨタ」と「三菱自動車」、
どちらが安全性の高い会社か？

例題②赤字製品はやめるべきか？ 

例題①割引とおまけ付きではどちらが得か？
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～簡単な計算の変形方法～

1 あなたなら 
どう計算しますか？

頭の体操①

27×5＝？

解法

インド式計算を学ぶ前に、まずは簡単な頭の体操からは
じめましょう！ この例題をあなたなら、どう計算します
か？ ちょっと考えてみてください。

27×5
＝27×10÷2
＝270÷2
＝135 

答え．135

数を計算しやすい形に変形しよう！（この場合は
「5」を「10÷2」に変形する）

例題 1
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34×19＝？

 34×19
＝34×（20−1）
＝680−34
＝646

答え．646

※例題2のパターンはよく使うので、覚えておきましょう!

①58×50＝

②32×2.5＝

③25×29＝

④42×21＝

解法

（制限時間30秒）

（答えは12ページ）

練習問題

キリのいい数字に変形し、計算しやすくする（この場
合は「19」を「20−1」に変形する）

例題 2

※「34×20−34×1」になる あ
な
た
な
ら
ど
う
計
算
し
ま
す
か
？
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①58×50
　＝58×100÷2
　＝5800÷2
　＝2900

答え．2900

②32×2.5
　＝32×10÷4
　＝320÷4
　＝80

答え．80

③25×29
　＝25×（30−1）
　＝750−25
　＝725

答え．725

④42×21
　＝42×（20＋1）
　＝840＋42
　＝882

答え．882

練習問題の答え

  この計算方法は、×35＝×70÷2、×59＝×（60−1）
……など、他の計算でも応用できます！

計算のヒント
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column 01

インド人が世界で 
活躍できる理由

近年インドは、IT産業や経済発展で注目を
集めています。

ビジネスにおいて優秀な人材を輩出してい
るインドですが、その理由として「数学のレ
ベルの高さ」が挙げられています。  

インドでは、初等教育ですでに「19×19」を
暗記します。

日本の九九が「81通り」に対し、インドでは
「361通り」の答えを頭に入れて、計算をす

るのです。

これは、覚えるだけでも相当な労力がかか
りそうですが、暗算の強い味方になること
は間違いありません。

このように、初等教育で数学に力を入れて
いるため、数学好きな学生が多く、企業の戦
力となる優秀なプログラマーが育ちやすい
環境にあることが、インドの強みなのです。

もちろん、今から「19×19」までの掛け算を
覚えろと言われたら、骨が折れますよね。
本書では「19×19」を覚えなくて済む計算
方法を紹介しますので、ご安心を！
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か
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